<研究論文>漢字１文字の感情価と覚醒度調査 by 五島 史子
田園調布学園大学紀要　第 14 号 2019（令和元）年度
Bulletin of DEN-EN CHOFU UNIVERSITY　Vol.14 (2019)
Fumiko Gotoh  Affective Valence and Arousal from Single-character Kanji Words
35第 14 号　2019（令和元）年度
漢字１文字の感情価と覚醒度調査
Affective Valence and Arousal from Single-character Kanji Words
五
ご
　島
と う
　史
ふ み
　子
こ
〈要　　旨〉
本研究では，漢字 1 文字の感情語を作成するため，漢字１文字の感情価と覚醒度を調査し
た。調査 1 では，「現代雑誌の漢字」より選択した 95 語の漢字について 45 名の大学生が感
情価の評定を行った。感情価の評定は 7 件法（１：非常にポジティブ，４：ニュートラル，
7：非常にネガティブ）で行われた。感情価の平均値が 4（ニュートラル）と 1%水準で有意差
のあったものをネガティブ語かポジティブ語とした。ネガティブ語，ニュートラル語，ポ
ジティブ語はそれぞれ 29 語，30 語，33 語であった。感情価の平均値は，ネガティブ語，
ニュートラル語，ポジティブ語それぞれ，M = 5.9（SD = 0.3），M = 4.0（SD = 0.1），M = 
2.2（SD = 0.5）であった。調査 2 では，49 名の大学生が感情語の覚醒度を評定した。覚醒度
の評定は 7 件法（1：低い，7：高い）で行われた。覚醒度の平均値は，ネガティブ語，ニュー
トラル語，ポジティブ語それぞれ，M = 3.2（SD = 0.5），M = 2.0（SD = 0.4），M = 3.1（SD 
= 0.9）であった。
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〈要　　旨〉
The present study surveyed affective valence and arousal in single-character kanji 
words. In the first survey, 45 students worked on a list of 95 words that had been 
selected from Gendai Zasshi no Kanji [Kanji of current magazine] for affective valence. 
Participants indicated on a 7-point scale from 1（very positive），4（neutral），7（very 
negative）. If mean of affective valence was significantly difference from neutral point，it 
was negative or positive affective valence, if mean was not significantly difference from 
the point，it was neutral affective kanji words．After that，29 negative valence words, 
33 positive valence, 30 neutral valence were selected. Mean affective valence were M = 
5.9（SD = 0.3），M = 4.0（SD = 0.1），M = 2.2（SD = 0.5）for negative, neutral, and positive 
words, respectively. In the second survey, 49 students indicated on a 7-point Likert scale 
from 1 (low) or 7 (high) the arousal from each of negative neutral, and positive words. 
Mean arousal levels were M = 3.2（SD = 0.5），M = 2.0（SD = 0.4），M = 3.1（SD = 0.9）for 
negative, neutral, and positive words, respectively.
〈キーワード〉
affective valence, arousal, affective words, single-character kanji words
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日常生活における感情刺激の情報処理
　人は日常生活の中で多種多様な情報を処理する。人が処理する情報には，視覚情報，音
声情報，触覚情報，嗅覚情報が含まれるが，これらの情報を，その情報が内包する感情価 
(affective valence) により，ネガティブ，ニュートラル，ポジティブな感情価を持つ刺激に分類すること
ができる。人がこのような感情刺激を処理するとき，コンピュータの様に，どの刺激も同様に処理す
るのだろうか。日常生活の中で生じる情報処理過程に及ぼす感情刺激の影響は，実感することも
あるが，実感できないことも多い。例えば，非常に印象的な出来事は，その感情価がネガティブで
あってもポジティブであっても，思い出しやすいことは実感できるかもしれない。あるいは，非常にネ
ガティブな，あるいは非常にポジティブな出来事に遭遇した時，その出来事に注意を捕捉されるこ
とに気づいているかもしれない。
　しかし，刻一刻と変化する進行形の情報処理過程において，感情刺激の全ての影響を意識す
ることはできない。したがって，情報処理過程に関与する様 な々メカニズムに対して，感情刺激が
及ぼす影響について解明するためには，実証的研究が重要となる。これまで，脳画像研究や認
知心理学の研究分野では，情報処理過程や記憶に及ぼす感情刺激の影響について，多くの知
見が蓄積されている（Berthoz, Blair, Le Clec’h, & Martinot, 2002; Fox, Russo, Bowles, & Dutton, 
2001; Kever, Grynberg, Szmalec, Smalle, & Vermeulen, 2019; Straube, Pohlack, Mentzel, & 
Miltner, 2008; Yamaguchi & Chen, 2018）。また多くの研究において，上述した 3 種類の感情価
を持つ刺激は，情報処理過程に異なる影響を与えることが示されてきた（Garrison & Schmeichel, 
2018; Gotoh, 2008; Pegwal, Pal, & Sharma, 2019）。
感情刺激における感情価と覚醒度
　感情刺激においては，「感情価」と「覚醒度」が重要な軸となる。感情価はネガティブとポジティ
ブを両極とした軸で示される。また，ニュートラルからの間隔で示されることもある。一方，覚醒度
は沈静から興奮の単一軸の程度で示される。感情刺激の感情価と覚醒度は，相互作用的な関
係にある。例えば，ネガティブ刺激の中でもネガティブ価の高いものは，高い興奮性である高い覚
醒度を持ち，そして高い興奮性は感情価を増幅するといった，相互作用的な関係である。では，
感情刺激が内包する覚醒度と感情価はどのように情報処理過程に影響するのだろうか。
　感情刺激の感情価と覚醒度が情報処理過程に及ぼす影響については，いくつかの仮説が検
討されてきた。例えば，否定的偏向（negative bias）では，ネガティブ刺激のみが処理に干渉すると
仮定する（Pratto & John, 1991）。何故なら，危険を回避して生き延びるために重要となるのはネガ
ティブ刺激で，ポジティブ刺激は生存に危険性を及ぼさないと考えるためである。否定的偏向で
は感情価が処理に干渉すると仮定するのに対して，むしろ覚醒度の高い刺激が処理に干渉する
と考える仮説もある（Schimmach, 2005）。さらに，感情価と覚醒度の相互作用が情報処理過程に
及ぼす影響を示した研究もある（Gotoh, Kikuchi, & Roßnagel, 2008）。
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感情刺激
　実験的研究では，感情刺激として写真（Kensinger & Corkin, 2003; Pegwal et al., 2019; Straube 
et al., 2008）や言葉（五島・太田，2001）が用いられる。例えば，ネガティブな写真刺激では，怒
りを表した顔写真や武器などが用いられ，ニュートラルな写真刺激では，風景などが用いられ，ポ
ジティブな写真刺激では，笑顔の写真などが用いられる。一方，感情語として用いられる言葉に
は，例えば，漢字二字熟語がある。漢字二字熟語では，「悲劇」「放火」「避難」「不安」などがネ
ガティブ語であり，「位置」「帰宅」「人類」「土地」などがニュートラル語であり，「知恵」「結婚」「発
見」「特別」などがポジティブ語である（五島・太田，2001）。このような感情刺激は，人の高次情
報処理過程に及ぼす影響が異なる。例えば，情報処理の正確さ，短期記憶，長期記憶に及ぼ
す感情刺激の影響が認知科学，認知心理学，脳科学などの研究分野で示されてきた（Fox et al., 
2001; Pegwal et al., 2019; Pessoa, Mckenna, Gutierrez, & Ungerleider, 2002; Yiend & Mathews, 
2001）。
感情刺激に関与する脳の部位
　これまで，多くの脳画像研究と脳損傷患者を対象とした研究において，感情刺激の処理に関
与する脳の部位は，扁桃体（amygdala）と前部帯状回（ACC: anterior cingulate cortex）であること
が示されてきた。特に感情価に焦点を当てると，脳画像研究では，ネガティブ感情価を内包する
写真や言葉に対して扁桃体が関与することが示されている（Ochsner et al., 2009; Straube et al., 
2008）。ただし，ポジティブ感情価については，ネガティブ感情価と同程度に扁桃体を活性化する
という結果もある（Garavan, Pendergrass, Ross, Stein, & Risinger, 2001）。これらの結果は，上述し
た否定的偏向が示すように，ポジティブ感情価と比べると，ネガティブ感情価は生存にとってより重
要であるため，情報処理に影響を及ぼすと考えられる。
　扁桃体が感情価への関与を示す研究がある一方で，扁桃体が覚醒度に関与することを示し
た研究もある（Lewis, Critchey, Rotshtein, & Dolan, 2007）。この研究では，感情価と覚醒度に関
与する脳の部位に関して 2 重乖離を示し，感情刺激の感情価と覚醒度に関与する脳の部位が
異なることを示唆している。すなわち，扁桃体が覚醒度に関与し，眼窩前頭皮質（orbitofrontal 
cortex）が感情価に関与することを示している。
ワーキングメモリ
　ワーキングメモリは情報処理の場として概念化されたモデルである。ワーキングメモリは，制限さ
れた容量を持ち，情報を短時間保持しながら操作するシステムである（Baddeley, 2000; Baddeley 
& Hitch, 1974; Cowan, 2001）。情報の保持と処理の相互作用には選択的注意が媒介している
（Engle, Tuholski, Laughlin, & Conway, 1999）。また，ワーキングメモリの容量については，およ
そ 3 から4 項目であることを，多くの研究が支持している（Luck & Vogel, 1997; Todd & Marois, 
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2004）。例えば，会話において，一時的保持と情報処理が上手く働かなければ，スムーズな会話
は成り立たない。スムーズな会話は，相手が話している情報を一時的に保持しながら処理し，あ
る程度のまとまりごとに理解を進めてゆくことで成り立つ。このように認知情報処理は，一時的な情
報の保持と処理の相互作用を同時に進めることにより，目標を達成することができる。
　ワーキングメモリは，高次認知能力との関連が高い。例えば，読解力（Daneman & Carpenter, 
1980），言語理解力（MacDonald, Just, & Carpenter, 1992），推論力（Kyllonen & Christal, 1990）
などの高次認知能力である。また，知能との関連も示されてきた（Engle et al., 1999）。ワーキン
グメモリ容量の大きさと認知課題の成績には正の相関がある。例えば，ワーキングメモリスパン課
題と流動性能力（新しい場面への適応を必要とする際に働く能力）との間には正の相関がみられ
る（Engle et al., 1999）。またワーキングメモリのスパンが大きくなるほど，知能の一般因子（全ての
知的活動に共通に働く因子）が高いことも示されている（Conway, Cowan, Bunting, Therriault, & 
Minkoff, 2002）。
　ワーキングメモリの容量と様々な認知能力に関連が見られるのは，ワーキングメモリの容量が
実行系の注意統制機能と密接な関係にあるからである（deBettencourt, Keene, Awh, & Vogel, 
2019）。例えば，ワーキングメモリの容量は，長期記憶の情報を検索する速さと正確さに関連が
あるが，これは課題が競合する反応を内在する時にのみ示される（Conway & Engle, 1994）。ま
た，ワーキングメモリの容量は，目的に適した情報の活性化を保つことができる注意能力と関連す
る（Conway, Kane, & Engle, 2003）。このように，ワーキングメモリの容量と注意機能との関連が明
らかとなっている。
　ポジトロン断層法（PET: positron emission tomography）や機能的磁気共鳴画像法（fMRI: 
functional magnetic resonance imaging）による脳画像研究により，ワーキングメモリの機能に対応
する脳の部位が明らかになってきた。PETは，陽電子検出を利用したコンピュータ断層撮影技術
であり，fMRIは，核磁気共鳴画像法を利用して脳の活動に関連した血流動態反応を視覚化す
る方法である。脳画像研究の多くが，ワーキングメモリに対応する脳の部位が前頭前野（PFC: 
prefrontal cortex）であることを示している（Braver, Cohen, Jonides, Smith, & Noll., 1997; Smith, 
Jonides, & Koeppe, 1996）。さらに，ワーキングメモリのシステムを実行する“中央実行系”に対応す
る部位として，背側前頭前野（DLPFC: dorsolateral prefrontal cortex）や前部帯状回（ACC）があ
げられている（Cohen et al., 1997; Smith & Jonides, 1999; Todd & Marois, 2004）。個人差をもたら
す中央実行系について，PFCとACCの複合体（ACC-PFC complex）を脳内表現として提案した研
究もある（苧坂，2002）。
　ワーキングメモリシステムの中枢である“中央実行系”は，処理の実行，すなわちシステムの調整
と統制を担っている（Baddeley & Logie, 1999）。中央実行系は注意を方向付け，自発的処理を
統制している（Cowan，1999）。中央実行系の役割に関する議論は多いが，以下の機能が含まれ
ることは概ね認められている（Smith & Jonides, 1999）。 1）注意と抑制（必要な情報に注意し，必
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要でない情報を抑制する），2）課題の調整（複雑な課題におけるスケジュール機能），3）プランニン
グ（目標達成のために行われる課題の流れのプランニング機能），4）モニター（一連の課題の中で
ワーキングメモリの中身をチェックし新しくする機能），5）コード化（表象をワーキングメモリにコード
化する機能）。
ワーキングメモリの処理過程に及ぼす感情刺激の影響
　認知処理の場であるワーキングメモリは，その情報処理過程において，感情刺激の影響を受
ける。漢字二字熟語の感情語を用いた実験では，ワーキングメモリの処理過程に及ぼす感情価
の様 な々影響が明らかになっている（Dolcos & McCarthy, 2006; Gotoh, 2008; Gotoh et al., 2008; 
Kensinger & Corkin, 2003）。例えば，感情語の再認課題と計算課題を交互に行う課題では，
ニュートラル語に比べ，ネガティブ語の後に行う計算は有意に遅くなる（Gotoh, 2008）。このような
干渉効果は，ネガティブ感情価が注意を捕捉し，ネガティブ語から注意を離すことが難しいこと，す
なわちネガティブ語による注意の捕捉によって生じることが示されている（Gotoh et al., 2008）。干渉
効果は，顔写真を用いた研究でも示されており（Dolcos & McCarthy, 2006; Kensinger & Corkin, 
2003），恐れの表情を見せられた条件では，同時に行う認知課題の反応時間が遅延する。
　感情刺激は，ワーキングメモリの処理過程に干渉効果のみならず促進効果も及ぼす。同
一の課題上で干渉効果と促進効果が生じることが示され，両効果の要因が明らかとなっている
（Gotoh, Kikuchi, & Oloffson, 2010）。この研究の第１実験では，記憶課題の手がかりが感情語
であった。さらに，手がかり（感情語）から注意を離す条件と手がかりに注意を停留する条件が設
けられた。手がかりに注意を停留する条件では，ネガティブ語が手がかりの時，ニュートラル語や
ポジティブ語よりも記憶課題の反応時間が長く，干渉効果を示した。しかし一方で，記憶手がかり
から注意を離す条件では，ネガティブ語が手がかりの時，記憶課題の反応時間は短く，促進効果
を示した。
　第 2 実験では，記憶課題の保持期間に負荷を加えることで，促進効果は記憶項目の短期固定
化に依るものか，それとも中央実行系に依るものかが検討された。その結果，ネガティブ語効果
は，記憶項目保持期間における中央実行系の維持機能に依ることが明らかとなった。手がかりに
よって選択された記憶表象は，活性化した状態にありアクセスが容易となる（Cowan, 1988, 1995）。
すなわち，ネガティブ語による注意の捕捉は，対象物の表象を維持するインデックスを，ポジティブ
語やニュートラル語よりもより活性化する可能性がある。このループは対象物がオフラインになった
時，表象をワーキングメモリ内に維持するためのインデックスと繋がっている（Schneider, 1999）。も
しそうならば，このループの活性化が反応時間を促進する可能性は高い。ネガティブ語の中央実
行系への影響は先行研究でも示されている（Dolcos & McCarthy, 2006; Gotoh, 2008）。
　さらに，ネガティブ語の干渉効果と促進効果は，ワーキングメモリ処理過程における負荷の影響
を受けることも示された。ワーキングメモリ課題の負荷が高くなると，干渉効果も促進効果もみら
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れなくなる（Gotoh, 2008）。すなわち，注意資源に余裕がある時には，感情価がワーキングメモリ
の処理過程に効果を及ぼす。このことは，干渉効果が注意の捕捉に依拠し，促進効果が表象
を維持するインデックスの活性化に依ることとも一致している。ワーキングメモリ処理の負荷が高く
なると，感情価の効果がみられなくなることは他の研究結果でも明らかになっている（Gotoh et al., 
2010; Pessoa et al., 2002）。このように，ワーキングメモリの情報処理過程と注意の関係はとても深
い（deBettencourt et al., 2019）。
　これらの結果は，人の情報処理過程は，入力情報をコンピュータのように淡 と々処理する過程で
はないことを示している。感情価を含む情報を処理するとき，感情価は同時に行っている課題の
正確さや速さに干渉することもあれば，促進することもある。このように，人の情報処理の場である
ワーキングメモリは，情報を淡 と々処理する“論理的”なシステムというより“感情的”なシステムといえ
る。実験研究で示されるこうした影響は，会話や文章理解など，人が日常生活の中で感情刺激
の処理を行う時にも生じていると考えられる。
本研究の目的
　感情刺激にかかわるワーキングメモリの情報処理過程を解明してゆくためには，感情刺激の作
成が重要となる。そこで本研究は，漢字 1 文字の感情価を調査し感情語（ネガティブ語，ニュート
ラル語，ポジティブ語）を作成すること，および各感情語の覚醒度を調査することを目的としている。
調査 1　感情価の調査
　調査 1 では，95 語の漢字１文字からネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語の感情語を作
成することを目的とした。
方法
　調査対象者　大学生 45 名（男性 24 名，女性 21 名，平均年齢 20.8 歳（SD = 0.7））が調査に
参加した。
　手続き　現代雑誌の漢字調査（国立国語研究所，2002）より95 語の漢字 1 文字を選択した。
選択した 95 文字を対象に，感情価について 7 件法（1：非常にポジティブ，2：わりにポジティブ，3：
わずかにポジティブ，4:ニュートラル，5:わずかにネガティブ，6:わりにネガティブ，7:非常にネガティ
ブ）による評定が行われた。被調査者には，ことばが意味するものが，どれだけポジティブか，あ
るいはどれだけネガティブかについて評定を求めた。その言葉の意味するものに，プラスの感情を
もっていたらポジティブに，あるいはマイナスの感情を持っていたらネガティブに評定することを求め
た。また，ことばの意味するものが，プラスの感情でもなくマイナスの感情でもなければニュートラル
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を選択するよう求めた。さらに，書いてあることばから連想したことばではなく，書かれてあることば
について評定するよう求めた。被調査者は 95 語全ての評定を行った。評定は評定者のペース
で行われた。
　
結果と考察
　95 語それぞれの漢字 1 文字について，評定平均値と標準偏差を算出した。感情語の分類は，
感情価評定において，4（ニュートラル）と有意差があるかを基準とした。平均評定値において，4
と有意差のあるもの（1％水準）をネガティブ語とポジティブ語とした。4と有意差のないもの（5％水
準）をニュートラル語とした。
　この分析により，ネガティブ語が 29 語，ニュートラル語が 30 語，ポジティブ語が 33 語となった。
それぞれの感情語の評定平均値と標準偏差はネガティブがM = 5.9（SD = 0.3），ニュートラル語が
M = 4.0（SD = 0.1），ポジティブ語がM = 2.2（SD = 0.5）であった。標準偏差の数値に注目すると，
ポジティブ語の値がネガティブ語やニュートラル語よりも高い。調査 1 の結果をTable 1 に示した。
Table 1 に，各ことばについて算出した評定平均値と標準偏差を掲載した。
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調査 2　覚醒度の調査
　調査 2 は，調査 1 で得られた感情語（ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語）において，そ
れぞれのことばの覚醒度を調査することを目的とした。
方法
　調査対象者　大学生 49 名（男性 22 名，女性 27 名，平均年齢 20.1 歳（SD = 1.3））が調査に
参加した。
　手続き　覚醒度の評定には 7 件法が用いられた（1：低い，7：高い，両端にラベルを付けた）。
評定用紙には，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語をランダムに並べた。被調査者は，そ
れぞれのことばを見て，どきどきしたりハッとしたりする程度を7 段階の幅で評定することを求められ
た。覚醒度は，言葉の意味を2 重，3 重に連想して答えるのではなく，書かれてあることばの意味
だけから判断するよう求めた。評定は評定者のペースで行われた。
結果と考察
　それぞれのことばにおいて，覚醒度の平均評定値を算出した。Table 2 には，覚醒度の平均
評定値が感情価別に表示されている。ネガティブ語の平均評定値と標準偏差は，M = 3.2（SD = 
0.5）であり，ニュートラル語の平均評定値は，M = 2.0（SD = 0.4）であり，ポジティブ語の平均評定
値は，M = 3.1（SD = 0.9）であった。
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総合考察
　本研究は，漢字 1 文字の感情語を作成することを目的とした。本研究で用いた感情価と覚醒
度の調査方法及び分析方法は，漢字二字熟語の感情語作成方法と同様である（五島，2019; 五
島・太田，2001）。調査 1 では，95 個の漢字 1 文字について感情価の調査を行った。調査の結
果，ネガティブ語が29語，ニュートラル語が30語，ポジティブ語が33語となった。次に調査2では，
感情語（ネガティブ，ニュートラル，ポジティブ）のそれぞれのことばについて，覚醒度を調査した。
　調査 1 で得られた漢字 1 文字の感情価は，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語のそ
れぞれの平均値と標準偏差が，M = 5.9（SD = 0.3），M = 4.0（SD = 0.1），M = 2.2（SD = 0.5）で
あった。漢字二字熟語の感情語（五島・太田，2001）では，感情価はネガティブ語，ニュートラル
語，ポジティブ語のそれぞれの平均値は，M = 5.7（SD = 0.4），M = 3.9（SD = 0.2），M = 2.4（SD 
= 0.4）であった。
　調査 2 で得られた感情語の覚醒度は，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語のそれぞれ
の平均値が，M = 3.2（SD = 0.5），M =2.0（SD = 0.4），M = 3.1（SD = 0.9）であった。漢字二字
熟語の覚醒度（五島，2019）は，ネガティブ語，ニュートラル語，ポジティブ語のそれぞれの平均値
が，M = 3.3（SD = 0.5），M = 2.4（SD = 0.6），M = 3.6（SD = 0.7）であった。
　漢字は表意文字であるため，表音文字より意味へのアクセスは直接的で速いと考えられる。そ
のため感情刺激として漢字を使用する利点は大きい。アルファベットは表音文字であるため，意
味へのアクセスは漢字の処理とは異なり，音韻処理と意味処理が必要となる。この意味において，
感情刺激として漢字を使用することは，絵画を用いることと同等の効果を得られるかもしれない。
ただし，脳における言語処理と絵画処理には，異なるメカニズムが関わる。
　漢字 1 文字や漢字二字熟語を感情刺激として使用する場合，漢字二字熟語より漢字 1 文字
の方が適する場合がある。例えば，Gotoh et al. (2008) では，ワーキングメモリ課題として計数課
題を用いている。計数課題では，漢字 1 文字をコンピュータ画面に配置し，参加者は画面上の漢
字の計数を求められた。このような実験の場合は，漢字二字熟語より漢字 1 文字の方が刺激とし
て適していると考えられる。また，刺激の短時間提示が求められる課題では，漢字 1 文字の方が
適している場合もある。本研究で作成した漢字 1 文字の感情語を用いることで，ワーキングメモリ
情報処理過程を含む，人の高次認知過程に及ぼす感情刺激の影響をより深く解明できるだろう。
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